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＜連絡事項＞

· 課内研修の日時が8月8～11日となっていたが、9日納涼会があるため日時が変更となっている。

変更後の日時は8月8,10,11,16,17日となっている。

· 納涼会の参加費未納の者は納めるように。

· 栄養管理室からのアンケートの締め切りが本日となっている。各セクションでアンケートを取りまとめ、栄養管理室に提出するように。

＜外来より情報提供＞

· 田名部　一樹様～本人様よりパセリー菜で職親体験を1時間で行いたいと話される。主治医より許

可出ている。

＜利用者様情報＞

· 下村　藤江様～昨日無断欠席されており、電話連絡・自宅訪問にも応じられず。本日も無断欠席さ

れており、電話連絡を行うが応じられず。自宅訪問するが、昨日と同じ窓が開きっぱなしになっている状態。昨日玄関ドアに置いてきたメモ紙がなくなっている。本日夕方に、保護者である姉様に電話連絡する予定。

　　　　　　　　

＜就労準備前段階プログラム＞

テーマ：障害の開示・非開示

宿　題：履歴書作成（パンションに勤務する事を想定して作成する）⇒書き方について細かく指導

参加者の様子：

· 中村鶴子様～就職面接のロールプレイの際に「あなたの障害は？」に対して「自分の障害は120人

に1人の割合でなる病気。自分には被害妄想と眼球上転がある」と話されている。　スタッフより、分かりやすい説明であった事を評価し、改善点として現在は服悪により状態が安定している事を話すと良い事を説明している。障害の開示非開示についてプログラム開始時には非開示にすると話されていたが、今は迷っていると話される。理由として「前回の雇用者側の話を聞いて、病気に対して理解のある会社もある事を知った。理解のある会社であれば家族に迷惑を欠けないと思うから開示してもいいと思った。」と話されている。

· 関秀治様～　「あなたの障害は？」に対して、「今は薬を飲んでいるので普通に生活が出来る。は

　　　　　じめの頃はイライラすることがあったが今は落ち着いている。僕の心の病気は今はなくなりました」と話されている。その後に「再発の心配があるため、今は穏やかに暮らしています」と話されている。再発の心配と言う言葉は、雇用者側に不安感を与える事を説明している。

· 大久保康弘様～「あなたの障害は？」に対して、自分の急性期症状について細かく話されるため、

面接の際には怖い印象を与える可能性がある事を説明している。

· 田名部一樹様～「あなたの障害は？」に対して、自分の病気の症状・入院生活での辛かった体験・

現在は再発防止の為に薬を飲んで頑張っている事を伝えている。プログラム終了後スタッフに対して、本日の外来受診時に、主治医から職親の体験利用の許可を貰った事を話されている。

